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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2019年５月９日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

１. 連結業績予想の修正

（１） 2020年３月期通期連結業績予想数値の修正 (2019年４月１日～2020年３月31日) 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 (Ａ) 170,000 15,200 15,500 9,100 159.52 

今回修正予想 (Ｂ) 160,900 13,120 13,500 8,500 149.22 

増減額 （Ｂ－Ａ） △9,100 △2,080 △2,000 △600 

増減率（％） △5.4 △13.7 △12.9 △6.6 

(ご参考)前期実績 

(2019年３月期) 
162,189 12,986 12,542 8,259 144.78 

（２） 地域別売上高・営業利益 

売上高 営業利益 

日本 97,800 9,500 

米州 35,000 3,100 

欧州 17,800 480 

PAGO 9,900 △220 

アセアン 4,800 260 

２. 修正の理由

売上高につきましては、第１四半期は各地域ともほぼ計画並みで推移いたしましたが、第２四

半期に入って想定を下回ることとなり、上期全体として、アセアンを除く地域で、当初計画及び

前年実績を下回る結果となりました。 

下半期の売上高につきましては、地域別では日本・米州を中心に、また事業別ではシュリンク

ラベル・機械を中心に、前年同期比で売上伸長を見込んでおりますが、為替レートの動向及び上

半期の減収分を踏まえ、通期連結売上高予想を下方修正いたしました。 

営業利益につきましては、売上高が当初予想に達しないことを主因として、当初の予想を下回

る見通しとしております。また、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益も、当初の予想を

下回る見通しです。 



なお、今回修正する通期連結業績予想は、売上高は前年実績を下回るものの、営業利益、経常

利益及び親会社株主に帰属する当期純利益の各段階において、それぞれ前年実績を上回るものと

予想しており、減収増益を見込んでおります。 

配当予想につきましては、当初の配当予想を修正せず、年間32円（第２四半期末16円、期末16

円）の配当を予定しております。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


